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体育における運動のもつ意味は単に体力つくりや人間形成の手段としてだけにとどめず,運動を
身につけること自体も同時に重視し,現在の生活,将来の生活にわたって,運動に親しむことがで
きることをねらっている。このためにも,運動の技能や運動をめぐって必要な態度,行動の仕方だ
けでなく,運動の楽しさ,喜びを理解させることに留意し,運動の内容が児童にとってどんな意味
があるのか, どんな課題をもって展開するのかということも問いなおされている。

小林氏は,「 よい体育の授業の姿」として次のように述べている。「自主的,創造的な集団活動」
をベースにして,「積極的な学習意欲」んゞ育ち,それが「ひたむきな活動」を生み,その活動が「技
や力の伸び」に結びつくときほんとうの「よろこび」が生まれ,そのような授業は「思い出に残る
授業」となるぎ

児童の発達段階に応じて,未分化,未組織の段階から,次第に組織立ったものへと高度化され,
それぞれの運動がもっている独特の味わい (特性)に触れる体験は何ものにも変えがたいものであ
る。

河ヽ学校陸上運動では,リ レーは低・中学年においてゲームの内容としてとらえられ,5年生から「リ
レー・短距離走」として示され, リレーを中心にして,そ の中に短距離走を含めて学習を進める考
え方になっている3 中学校段階でも「短距離・リレー」として陸上競技の中に位置づけ,両種目を
十分関連させた指導がなされるよう明記されているP

ここでリレー教材の特性をまとめてみると大きく次の 3点が考えられる。

① 陸上競技の中で唯―のテームゲームである。
② バトンパスの技術・オーダーの工夫・作戦の立て方などが,走力とともに大きく勝敗やタイ
ムに影響を及ぼす。

③ チーム各個人の持ちタイム (フ ラットレース)の合計よりも,リ レータイムの方が速 くなる。
これらのことは,ゲームとしての勝敗の要素 。走能力の他にバトンパス技術・オーダー・バ トン
ゾーンの使い方などの作戦などが関与することにより,走能力の劣る者でもカバーできる要素があ
り,チームの協力,連帯感からより積極的に学習に参加できる。又,勝敗だけでなく,自分自身の
課題とチーム全体の共通の目標記録を設定しそれに向けての努力ができる点にある。

* 鳥取県会見町立南部中学校
**鳥取県国民体育大会事務局 (元鳥取市立面影小学校 )
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リレーは集団競争であるといっても,ボール運動などにおける集団内の協力とは若干異なり,走
つているのはメンバーの 1人ひとりであり,バ トンパスのときだけ直接的に 2人の連係プレーが要
求されるものである。

1893年 ,ペ ンシルベニア大学の 2人のアメリカ人J.B Ellた とHL.Geyelinに よって初めて行なわれ
たリレーは,オ リンピックでも花形種目となリバ トンパスの技術についても,「左手渡し右手受け」
「持ち変え」方式であったものが,1952年のヘルシンキオリンピック大会で,ロ シアとハンガリー
の 2チ ームが「持ち変えなし」の方式を用いて, 2位, 3位に入賞して以来P一般的となった。
教科体育の一斉指導で行なわれるバ トンパスは,従来から「左手渡し右手受け」「持ち変え」方式
が指導されることが多かったが手近年山本氏によってその不合理性が指摘された。

9°D

「左手渡し右手受け」の用いられる理由として,ブレスナーン等91ま ,「スタート者が左手にバ ト
ンを握るというのは,次走者が一般になかば トラックの外側を向いて立っていることと,左手より
右手の方が後方から来るものを受けやすいということからでもある」と述べている。
日本陸上競技界の初期からの文献においては,「持ち変えなし」方式を解説したものは無であった
訳ではなく散見することができるが,その熟達には充分な練習が必要だとし,多 くは「持ち変え」
方式も解説し,「持ち変え」の時期も「受けとるとすぐ」「渡す前」と2通 り記している。いずれに
しても,バ トンを受け取りやすい手,持ち変えやすい手が右手 (利手としている人が多い)である
からとしている。
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ところで,バ トンパスの本質は,あ くまでもスピードのある中でのバ トンの受け渡し (ス ピード
つなぎ)であり,受け渡しのロスタイムを少なくし,記録を短縮し勝利することにある。
教科体育の授業の中で「持ち変えなし」方式を実施することは,一斉指導の形態,時間配分,校
庭の広さ (ト ラックの大きさ)な どから困難性は多大であることは充分考えられる。
全国公立小学校 (24707校 )

屋 外 運 動 場
学校f可面積

1校当り
2回存在する「持ち変えなし」方式に発展

させる技術として,ま た陸上競技の特性を

引き出しやすい教材として教科体育におい

てもより有効で合理的なバ トンパス方式は

「右手渡し左手受け」「持ち変え」方式であ

るとしその指導過程までを考察するもので

ある。

6219.2m2

しかし,本研究では,将来400mト ラック

=■器鶏虻詈,名撃趾塞 旅 t克宗
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ヽ《……屋外運動場 (砂場,鉄棒,遊戯場合)
匠コ……その他の学校土地

図 1,昭和55年度,公立小学校の屋外運動場面積
(昭和55年度,我が国の教育水準,文部省による

↓

*文部省 小学校体育指導書 昭和 35年
文部省 小学校指導書 体育編 昭和 44年
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H 研究方法

(1)実験授業

被験者 鳥取市立面影小学校 第 6学年 1組男子17名 女子15名 計32名
場 所 面影小学校校庭
日 時 昭和56年10月 19日 ,28日 ,30日 ,11月 4日 の各第 3時限
授業実施者 其山守美 (当時鳥取大学教育学部 4年生)
(2)指導計画

表 1に示す 4時間の指導計画で授業を展開した。

表 1.リ レーの指導計画 (4時間)

第 1時
10月 19日 ∞ お に ごっ こ

50m走

タイム測定 ::報雛露
ア

ン
ケ

第 2時
10ナ]28日 00斡バ トンの渡し方 ,受け方,持ち変え方

リレー
感
想
文

第 3時
10月 30日

助走マークを

生かす
スピードつなぎ 50m加速走

感
想
文

第 4時
11月 4日

予  選 決  勝

:二 :!:::!:!I

表
彰
式

ア
ン
ケ
ー
ト

感
想
文

なお,本研究において便宜上,「右手渡し左手受け」のバ トンパスを新方式,「左手渡し右手受け」
の方式を旧方式とよぶことにした。

は)学習指導過程
第 1時は,本指導計画の中で導入として授業を展開した。「おにごっこ」は,金力で追いかけ,全
力でにげるというバ トンパスのスピードつなぎへの導入であり,50m走 タイム測定は,リ レーチー
ムのグループの編成や目標記録設定のためのものであると同時に,最終第 4時での50m走 タイムと
比較し走能力の進歩上達を確認するためのものである。

第 2時からは,表 3に示すように1周 160mで 3セパレートコースで,4人 ×50mの 200mリ レーを
とり入れた。各班のリレーオーダーやバトンパス方式は児童が中心になリチーム内で決定させた。

その結果新方式は, 1, 4, 5, 8班 ,旧方式は2, 3, 6, 7班 となったが,両方式間では,バ
トンパス方式が異なるだけで他の学習条件は同じになるよう指導上の配慮を行った。

さらに, 3時間の短い授業の中で,特にバ トンパスの技術を高めていくために,各班のオーダー
方式は授業の最後まで変更しないように指示した。なお, 9班の 2名については,著しく走力が劣
る (棄却検定で有意な差となる)た め研究の対象から除いたが,ク ラス全体として授業を成立させ
るため,大学生 2名 を加えて班を編成した。
第 3時の指導過程を表 4に示したが,こ こでは20mの テークオーバーゾーンを設定し,第 1次で
の「おにごっこ」をバ トンタッチに学習転移させるよう配慮し,そのために助走マークを利用する
よう指導し徹底させた。第 2に は50m加速走を実施し図 2に示すような第 2次 目標記録を設定した。
第 2時で全ての班が第 1次の目標を突破してしまったため次の目標へと進んだ訳である。第 3は ,
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リレータイム速報一覧表を作成し提示したことである。これは, リレーの着順だけでなく,タ イム
の伸びや全体の中での順位,日標記録 との差を客観的に認識し,次の目標へ児童の関心を向けさせ
るためである。

本実験授業の最終日である第 4時は, まとめとしてミニ競技会と50m走タイム測定を行なった。     ゛
ミニ競技会は, リレー授業の成果の発表として特に各班の作戦 (走能力に応じて,テ ークォーバ
ープーン内での走距離の調節)を とることも求め,予選と決勝を行なった。

表 2.第 1時の指導過程
1.本時のねらい

① 50m走タイムを測定し,自分の走力を知る。
② おにごっこをし,「つかまる」か「にげる」かのポイントをさがす。
2.指導課程

内容 動活習学 指 導 上 の 留 意 点

導

　

　

入

集合整列し,腰を降ろす
。出席順番にゼッケンをつける
。本時の内容を知る

準備運動をする

●欠席,見学者のチェック

。本時は,「おにごっこ」,50m走である
。体温を高め,特に下半身の伸展運動をする

お
　
に
　
い
」
　

つ
　
こ

2人 1組でおにごっこをする

0に げる者,追 う者を交代しながら行なう
●背中にタッチしてつかまえると決める
。金力で追いかけ,全力でにげているか

５０
ｍ
走

50m走タイムを測定する
●4人づつ, 2回測定する
0ス タンディングスター トをする

。走り終った者への指導
●記録の測定は,迅速に正確に

ま

と

め

次時からの学習内容を知る
。新方式でのバ トンの渡し方,受 け方,持 ち変
え方を知る

整理運動をする

アンケー トの記入方法を知る

。児童を前に出して,実際に行なわせる

0ア ンケート用紙を配布する

第 1次 目標記録

第 2次 目標記録

一一　

〓

ュ.2.3,4走 者の50m走 タイムの合計
1走 者の50m走 タイム

2.3.4走 者の50m加速走タイム

図 2.目標記録の設定

50m走では,第 1日 のものと比較し, リレーの授業を通した走能力の向上を児童に確認させた。
また,本実験で測定した記録は整理し実験場面のビデオテープを観賞するとともに記録証を作成
し児童全員に手交した。

+
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表 3.第 2時の指導課程
1.本時のねらい

① 自分たちのリレーメンバーを知り,班内でリレーオーダーや,バ トンパス方式を決定する。

② バトンの正しい渡し方,受け方を練習し,班の目標記録に向けて楽しくリレーができる。

2.指導過程
内容 動活習学 指 導 上 の 留 意 点

（グ
ル
ー
ピ
ン
グ
）

導

入

（リ
レ
ー
）

2通 りの方式でリレーすることを知る
。新・旧 2種類の方式を理解する

自分たちのリレーメンバーを知る

。班ごとに集合して, リーダーを決める
。各班の目標記録を知る

。各班で, リレーオーダー,方式を決定し,報
告する

。新・旧方式が, 4班づつになるように,各班
で調整をする
。各班ごとに,はち巻とゼッケン番号をつける

準備運動をする

0ジ ョギングしながら,ス タート,ゴール,各
走者の配置場所などを確認する

。前時の反省と,本時の内容をは握
●各班の特性を理解させる

暦 婁患::]室 :宮ぎ:Fを写:あ

り,こ れ

。9班には,学生が 2名入って,授業として成立
させる……研究対象外

●ゼッケンは, 1班から順番に

けさせる。第 2時, 3時, 4
番号は,変えないものとする
0ト ラックの説明

,オ ーダー順につ

時とこのゼッケン

決定した方式やオーダーで200mリ レーをする

0セ パレートコースを用い,3班 1組でリレー
をする

0ス タートは,ス がンディングスタートをする

●方式,オ ーダーの確認

置く 1 2 3

1 1批 2班 3班
2 4班 5班 6班
3 7班 8班 9班

バ
ト

ン
の
渡

し
方

・
受
け
方

・
持

ち
変

え
方

す
　
　
　
か

を

？

？

の

省

か

か

い

反

の

の

い

て

い

い

ら

い

い

い

た

つ

ら

ら

え

に

た

た

変

一
し

け

ち

る

レ

渡

受

持

す

り

に

に

に

か
」
一
代

＞つ

いつ

＞つ

省

つ
よ

よ

よ

反

な

の

の

の

の

行

ど

ど

ど

一　
△
フ
／１‐‐‐‐―、

レ
　
０

各班で練習をする

。一列にならび,軽 くジョギングしながら「ハ

イ」の声をかけて渡す

。一円周上に間隔をとってならび,〕贋々 にバ ト

ンを渡してゆく

成功例をあげる

トンを受け

ンを持ち変え

して渡す鰤
　　　膀
てノヾ

を

　
　
　
を

い
　
　
る

手
　
　
　
手
白

ら

　

　

　

ら

を

か
　

方

か

前

方
つて
　
様
つて
‐こ，

け

ま

　

つ

か

ず

声のヵゝ棘側鞘”ゅ　内

側

け

隔

る

走

け

ろ

る

ぐ

脚

皓

諮

陸

朦

失

争

リ

レ

ー

2回 目, 3回 目のリレーをする
0ま だの班,終わった班の者は, トラックの外
に出て腰を降ろして見学する

。1回 目と同じ組合せで行なう
0タ イムの計測を行なう

ま

と

め

リレーの反省をする

。よかった点,悪かった点を考え,次時での課
題を発見する

整理運動をする

感想文用紙を受け取る

●リレーチーム,オーダー,方式は,今後の授業
の中で変えないことを確認する

。感想文の書き方の説明
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表 4.第 3時の指導課程
1。 本時のねらい

① 助走マークを用い,テ ークオーバーゾーンの中で,ス ピードを生かしたバトンパスがで
できる。

② 50m加速走を行ない,各班の第2次目標記録を設定する。
2.指導課程
内容 動活習学 指 導 上 の 留 意 点

導

入

準備運動をする
0ジ ョギング,伸展運動,体操を行ないなが
ら,コ ースの説明を聞き理解する。

3-4

。休憩時間に,予め自分のゼッケンと,はち巻を
つけさせておく
0ジ ョギングで トラックを回りながら,随時説
明,前時の反省を加える

博::gぞ::言ビことIン
助

走

マ

|

ク

を

生

か

す

各班ごとに練習をする。
●第 1時での「おにごっこ」を思い出しなが
ら,助走マークをつける
0ト ラックのテークオーバーゾーンを使って練
習をする

リレーをする

。合図とともに,自分の持ち場へ分かれる
。助走マークをしっかりとる
。走 り終った班,ま だの班は, トラックの外側
で腰を降ろして待つ

。各班の練習場所を指定する

。背中にタッチすることを,バ トンをタッチする
ことに転移させる

霧I｀ミミミ
ス
1 3

1 1班 4班 8班

2 2班 6班 7班

3班 5班 9班

。前時のリレータイムにより組を分ける

ス

ピ

キ

ド

つ

な

ぎ

リレーの反省をする
。全力でにげたか ?

0金力で追いかけたか ?
0バ トンはうまく渡ったか ?
●タイムは伸びたか ?

各班で練習する
。助走マークを調整する
。声をかけるタイミングをはかる
。班ごとの課題に取り組む

2回 目のリレーをする
0ま だの班,終わった班は,すわって待つ
0タ イム速報一覧表を見て,反省をする
。各班の目標記録は達成できているか ?

第 2次 目標記録 =11走 者の50m走 タ

0リ レータイム速報一覧表の提示
0「おにごっこ」のイメージの回想
0班の課題の発見

●スピードつなぎ
。随時,指導を加える

。組は, 1回 目と同様

0よ り高い目標記録の設定

]+ 2.3.4走 者の50m加速走タイム
５０
ｍ
加
速
走

50m加速走を行なう
010mの加速をつけて,50m走る
0ト ラックを利用して, 1回づつセパレー トコ
ースを走る

加速

加速

ま

　

と

　

め

3回 目のリレーを行なう
0タ イム速報一覧表を見て,反省をする

整理運動をする

感想文用紙をもらう

各班の名前を考える

。前時と本時の比較
。今後の課題の確認

0ゼ ッケン,は ち巻を集める
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表 5.第 4時の指導過程
1, 本時のねらい

① 目標記録の達成へ向けて,各班で作戦を立て,工夫を凝らして,互いに協力しながらリ
レーができる。

② 新・旧それぞれの方式を反省する。

2.指導過程

内容 学 動活習 指 導 上 の 留 意 点

導

一人

準備運動をする

0あ らかじめゼッケンむはち巻をつけておく

本時は「ミニ競技会」で,予選・決勝の 2レ ース
を行なうことを矢日る

。前時のタイムー覧表を見て,各班の第 2次目
標記録を確認する

●欠席者を確認し"児童の健康状態をは握する

タイムー覧表を提示

予

達逮

各班に分かれて練習をする

。各班の課題を工夫しながら練習する

予選のレースをする

。決勝では,予選の順位によって組を決めるこ
とを知る

。作戦を立て工夫を凝らす

タイム速報一覧表を見て反省をする

。各班で,予選の反省をして,決勝での作戦を
立てる

。適切な助言を加える

●予選の順位をチェックしておく

0タ イム速報一覧表を提示し,助言を与える

綱
、、くこ
ノ

1 2 3

1 1,左 2班 3班

2 4'妊 5班 6班

3 7班 8班 9班

決

勝

各班で最後の練習をする
。決勝に向けて,目標を持って,互いに協力し
ながら練習をする

決勝のレースを行なう

|:鳥与:宮 :―!ξ与:`どぅ!

1組 予選各組 3位の班

2組 予選各組 2位の班

3組 予選各組 1位の班

(決勝の組合せ)

ま

"

め

リレーの反省をする
0タ イム速報一覧表を見る
0目標記録に到達できたか ?
。新方式,旧方式について反省する
50m走 タイムを測定する
01班から順番に 4人づつ測定を行なう
整理運動をする

アンケート用紙,感想文用紙をもらう
表彰式をする
。拍手をする

0タ イム速報一覧表の提示
●各班のタイムの伸びの評価
。新方式,旧方式の特性の確認

0セ パレートコースで1回測定を行なう

0ゼッケン,は ち巻を受け取る

。記録証を授与する
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僻)グルーピング  (班編成 )
勝敗があらかじめ予測されるリレー競争は,児童にとってつまらないものである。グループで力
いっぱいがんばれば勝てるかもしれない, どの班が勝利するかわからない,失敗はできないという
ドキドキするような緊張感がリレーの最高の面白さである。そこで等質のグループにするため次の

条件を配慮した。

(a)各班の50m走タイムの合計を一定にする

(b)各班とも,男女各 2名 を原則 とする

(C)各班に中心となるリーダー的児童を 1名以上配置する

(a)に示す合計タイムは第 1次 目標記録 となり(C)の児童は,事前に担任教師からピックアップして
もらったものを参考とした。

なお,当 日の欠席者,見学者の扱いは他の班から補員として50m走タイムがほぼ等しい者を確保
することにしたが,実際には,第 2時に 7班で 1回あっただけであった。

○…女子

新…新方式
表 6.リ レー方式,オーダー,目標記録一覧表 旧…旧方式

班 名  前 方式 第 1走者 第 2走者 第 3走者 第 4走者
第 1次
目標記録

第 2次
目標記録

ユ
ゴールド

ペガサス
新

下 田 丸 川 ○秋 田 ○山田 34,9 31.5
8.0 7.9 10.2 8.8

ベス ト

アスリー ト
十日
○ 内 田 ○名越 森 原 小 林 34.9 31.1
8.0 9.3 9.1 8.5

3
スクランブ

ルラガー
1日

浜 本 小 西 ○松 川 ○井 口 34.9 31.7
9,2 8.6 9,1 8.0

4
ブラック
パンサー

新
福 井 ○ 中尾 大 西 十 河 34.9 31.1
8.ユ 8.4 10,6 7.8

5
ブルー

マリーン
新

松 田 O横 山 ○今井 畑 井 36.0 33.4
8.2 9,3 8.7 9.8

スカイ

イーグル
十日

清 水 ○ 日高 島 村 ○船 井 35,0 30,7
8.3 8.5 9.5 8,7

7
グランド

キャニオンズ
十日

千 原 谷 田 O山 口 ○秋 山 35,0 31.1
8.6 7.9 9.7 8.8

コンコルド

ジャガー
新
○ 坂本 坂 口 ○滝川 加 藤 35.0 31.7
8.7 8,7 9,9 7,7

もっ

ちゃん号
新
(大学生 ) 小 橋 (大学生 ) 森 本

11.2 10.3
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(5)ト ラック作成

1周 160m,3コ ースの トラックは実験場の面影小学校では最大限のもので,セパレー トコースと

したのは走者同志の接触からおきる順位変動やタイムロスを防ぎチームの学習成果をはっきり示し

やすいということからで, また,教科体育の中でも競技会的なふん囲気づ くりをしてリレー競争ヘ

の興味を引き出させようとしたものである。

1人が50mの 4人 ×50mリ レーとしたのは,次の理由からである。
(a)1周 160mと ぃぅ状況の中でセパレー トコースを設定するため
(b)小学校 6年生の場合,ス ター トしてから最高スピー ドに達するのは,20～30m位でそのスピ

ードは除々に低下していくことが報告されている。
嘲したがって,ス ピードつなぎであれば50mが適

当であると考えた。

(C)時間内に 3回のリレーを成立させるためにあまり距離が長すぎると疲労がタイムやバ トンパ

スに大きく影響してくると考えられる。

(d)50m走 タイムとの関連で目標記録が得やすい。

1周 T160m(直線 80m、 曲線 80m)
コース…幅 lmのセパレート
テークオーバープーン…20m

△
START

△
ｃ。AL

図 3 トラック

⑥ 調査項目・方法
(a)50m走 タイム

第 1時に 2回 ,第 4時に 1回, lm幅の直線セパレー ト4コ ースでスタンディ
いて実施した。

(b)50m力日速走タイム

第 3時にトラックセパレー トコースを使い10mの加速距離を設けて測定した。

と第 4走者の区域を利用した。又力日速走タイムと50m走 タイムの差からスター ト

タイムなどにも注意を向けさせることをねらった。

(C)200mリ レータイム測定

ングスター トを用

実際は,第 2走者
ダッシュに要する

302m
314m

604m
12 32m

5 25m
1 54m
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200mリ レーは,第 1日 を除 く3時間に通算 8回実施し全てのタイムを計測した。
組合せは,図 4に示したが,第 2時は無作為に編成 し,第 3時は第 2時のタイム順に組合せた。
第 4時では予選,決勝と分け予選で 3位, 2位,1位 の班が決勝でそれぞれ 1組, 2組, 3組 と
なるよう組合せた。

第 2時
コース

組 3

1 1班 2班 3  班

2 4 カ圧 5班 6班

3 7班 8班 9班

第 4時 (予選)
コース

組 1 2 3

1 1  班 2J/1 3  班

4 カ圧 5班 6 勇[

7班 8班 9班

第 3時

敲ミ< 1 2

1 1班 4班 8 カ圧

2 2班 6班 7班

3班 5班 9班

(決勝 )
コ ー ス

組 1 3

1 2班 5班 7班

3班 6班 9  班

3 1班 4班 8 カI

→

図 4 200mリ レーの組合せ

スター トはスタンディングスター ト法とし,バ トンはプラステック製カラーバ トン (教育用バ ト
ン基準 2号)を使用した。

(d)ア ンケート調査

アンケー トによる調査は,児童のリレーに対する意識の変容を授業受講前後についてみるため ,
第 1時 と第 4時の授業終了後に実施した。

内容は,池田氏口)が考案した30項 目からなる「 リレーの楽しさ」に関するものと筆者らの作成 した
「バ トンパスの方式」に関する 3項目の33項 目からなるものである。

(e)感想文による調査

新旧両方式における児童の感じ方の相違をみるためと,授業の問題点やつまづきを児童サイドか
らとらえよりよい授業を追求するための「楽しく運動できたかJ「新しい発見があったかJ「わざや

力をのばすことができたか」の 3項目の他,バ トンパスに関する 1項目と合せて 4項目を諾否で答
えさせ,そ の理由を自由に記述させるものと,各班の課題を自由記述させる項目合計 5項目からな
り,第 2時,第 3時,第 4時の授業終了後それぞれ記入させた。
(f)観察員によるバ トンパスの観察
200mリ レーの際,バ トンパス区域附近に観察員を配置し,バ トンパス時の児童の動きを次の観点
から記録 した。

(渡す者 )

○バ トンを渡しにくそうな場面,それはどんな場面か
Oコ ースからはみ出た時,それは内か外か
Oオーバーゾーンしなかったかどうか

(受ける者)
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○どんな構え方で前走者を待っているか

〇コースからはみ出た時,それは内側か外側か
Oバ トンを落下したり,オーバーブーンしなかったか
(g)ビデオカメラ 。モーター ドライブカメラによる観察
観察員による観察 とともに,1台の35m/mモ ーター ドライブカメラと2台のビデオにより撮影を行
ない分析検討した。

Nど善港献隠ヾ ミヾヾ 爛ヾ
図5 ビデオカメラの設置場所

Ⅲ 結果と考察

(1)200mリ レータイム

表 7の各班の結果のうち, 5班のすべてのタイム (計算 ミスにより等質グループの条件外)と ,

バ トンパス失敗 (バ トン落下)時の 3つ のタイムを除外して,新旧別,時間毎の平均タイムを示し
たのが表 8である。

表 8よ りあきらかであるが,第 2時で,0.57秒 (5%水準),第 4時で1.06秒 (1%水準),第 2,
3, 4時を合計したとき0.52秒 (5%水準)で新方式が旧方式よりそれぞれ有意な差で勝っている。
しかし,第 3時で新方式が勝っているものの双方に有意な差が出なかったのは,旧方式が第 2時か
ら第 3時にかけて124秒 という急激なタイムの伸びを示したことと,新方式の 1グループが,充分
慣れることができなかったためか,不安定な記録 (S,Dl o2秒)を示したことの 2点が考えられる。
それぞれの時間ののびをみると,新方式は0.8秒 ,0.92秒 と順調に向上しているものの,旧方式で
は1.24秒の伸びのあと001秒タイムが下降している。このことは,旧方式は,児童がこれまで行っ
てきた方式ですぐ)贋応した (タ イムが伸びた)が,それ以後,タ イムが縮まるための要素が力日わら
なかったとみてよいと考える。一方新方式はこれまで行ってきたものと異なり不慣れな動作が練習

により巧みさが増してきた結果と考えられる。以上の新旧別平均タイムの他,最高タイムの比較で
も同様のことがみられ,旧方式では,第 3時,第 4時にかけ33秒台の記録で停滞がみられるが,新
方式では順調な伸びがみられ, 5班の場合,計算ミスにより目標記録を後に 1秒加えざるを得なか
った班でも著 しい向上を示した。

図 6-1は 第 1次 目標記録を基準としたそれぞれのリレータイムの時間・実施回毎の変化を表わ
したもので第 2時の 1回目のレースで,8分の 6の班が,2回 目で全ての班が目標記録を突破した。
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表 7.200mリ レータイムと観察員・ ビデオによるバ トンパス様態の観察結果

班

方式
項 目

第 2 時  (10月 28日 ) 第 3 時  (lo月 30日 ) 第 4時 (11月 4日 )

1回 目 2回 目 3回 目 1回 目 2回 目 3回 目 1回 目 2回 目

１

新

記 録 34.2 34.4 34,0 32.9 33.9 33.4 33.0 33.0

様 態
②け③

内に入る

②け③
内に入る

２

　

日

記 録 34.2 34.4 34.3 32.8 33.1 32.9 34.5 33.0

様 態
①→②

外に出る

③→②

外に出る

①け②
外に出る

③い④オ ー

―ゾーン

3

十日

記 録 34.6 34.8 34.4 33.6 33.5 33.5 33.1 40。 7

様 態
①→②③→C
外に出る

①→②

外に出る

③け②③→C
外に出る

②→③
バトン落下

４
　

新

記 録 33.8 33.8 33.4 35.4 34.2 32.4 32.7 31.9

様 態

②→③

内に入る

①→②オーバ

ゾーン,②→

③内へ…

②→③

内に入る

５

新

記 録 36.7 35。 5 35.5 33.5 33.4 34.0 34.1 34.7

様 態
③→④
バトン落下

③→④
外に出る

②構え方と出

す手が反対

②→③

内に入る

６

　

一日

記録 35.2 34.3 35.2 33.6 33.4 33.5 33.3 33.1

様 態
②吟③
バトン落下

①け②

外に出る

①→②③→C
外に出る

①→②③→④

外に出る

①→②③けC
外に出る

7

十日

記 録 34.6 34.2 36.0 33.3 33.6 34.0 33.5 33.4

様 態
③→④

外に出る

①→②

外に出る

①→②

外に出る

①け②

外に出る

①→②

外に出る 外に出る

８

新

記 録 33,9 34.3 34.8 32.2 32.1 32.9 31.8 31.7

様 態
(Э→④オ ー

―ゾーン

図6-2は第 2時の50m加速走タイムを加味した第 2次 目標記録を基準としたリレータイムの変
化を示したもので,最終回で新方式の 5班 と8班がこの目標記録に到達し, しかも,上位を新方式
の班が占めることになった。

鬱)50m走 と50m加速走
表 9にそれぞれの平均タイムを示した。両方式間に有意な差はでなかったものの新方式で平均0
29秒,旧方式で平均0.25秒のタイム向上がみられ,90%近 くの者が,学習前より後でタイムが上昇
しており,本実験は走能力の向上に有効であったことを示している。



表 8.200mリ レータイム差の有意性の検定

日 項 目 新方式 旧方式 T検 定

第 2時
10月 28日

N T=-2.615
(0.01<P<0.02)

※

一Ｘ 34.07 34.64

SD 0.384 0.516

第 3時
10ナ]30日

N
T三 -0.395

(0.6<P<0。 7)
一Ｘ 33.27 33.40

SD 1.020 0.319

第 4時
11月 4日 )

N 7 T=-3.397
(P<001)
※※

一Ｘ 32.35 33.41

SD 0.560 0。 474

合 計

N T=-2.176
(0,02<P<0.05)

※

一Ｘ 33.34 33.86

SD 0。 984 0。 737
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5%水準
1%水準

タイムが下がった者
変わらなかった者

上がった者

新   旧   合
(N=16)(N=16)(N=32)

図 7,リ レー授業前後の 50m走
タイムの変化

表 8-2.最 高タイムの推移

方式 班
の

ム

時

幻

２
一局

第

最
第 3時 の
最高タイム

第 4時 の
最高タイム

新

1 34.0 032.9 33.0

4 33.4 32.4 031.9

35.3 033.4 34.1

33.9 32.1 031.7

十日

34.2 032.8 33.0

34.4 33.5 033.1

34.3 33.4 033.1

7 34.2 033.3 33.4

○…… 3時間での最高タイム

表 9.50m走・50m加速走タイムの平均及び標準偏差
(sec)

方式 項 目 50m走①(10.19) 50m走②(11.4) 50m加速走 (10.30)

新

方

式

N 16

一Ｘ 8.80 8.51 7.77

S,D 0.88 0.69 0.8 6

十日

方

式

N

一Ｘ 8.74 8.49 7.58

S,D. 0.53 0.49 0.54

〈
口
　
　
土訓

N

一Ｘ 8.71 8.50 7.61

S.D 0.66 0.60 0.64
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(秒 )

+4

第  2 時 第 3時

筆「
~ム｀
＼/ヽ、/
ラィ手/＼、「ガ    メく

/

メ

/

図 6-1 第 1次 目標記録を基準とした 200mリ レータイ

(秒 )

十 二

第 2時 第 3時 第 4時

―‐、．‐．‐．‐．、．‐，』
伸のム

綴　　　　蝋

紗

勢

×
×

×

×
　
○

○

○

○

一一二
二
一一

×

×

‐×

Ｘ
　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

綴　　　　婉

身

分

×

×

×

ｘ
　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

一一一一
一一一一

×

×

×

ｘ
　

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

8

ゝ

‖

/色   十~重
｀`
、` 6  1

ミ壬:身

'

図 6-2 第 2次目標記録を基準とした 200mリ レータィム の伸び。
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新  方 式
、運動す ることは楽 しい

、運動することは体 によい

、体育の時間以外に もよく運動す る

、学校や地域の運動 クラブ (ス ポーツ少年団)に入 り

~~‐・指導前~~指
導後

たい

7、

8、

9、

10、

11、

12、

運動は疲れるだけむだである
自分は走るのが速い

自分は体育の授業が好きである
自分は体育は得意な科目である
リレーは走るのが速い人でないと楽しめない

リレーは体力を高めるために行なうものである
リレーは心や体の緊張をやわらげるために行なうものである
リレーは運動を楽しむために行なうものである

13、 リレーは勝 ち敗けを競 うことが楽 しい

14、 リレーは抜 いた り抜かれた りすることが楽 しい
15、 リレーはどのチームカ剌勝つかわか らない ドキ ドキした気持 ちが楽 しい

16、 リレーはせぃぃっぱい体 を動かせるのが楽 しい
17、 リレーはみんなが応援 して くれるのが楽 しい
18、 リレーは勝敗 よりもお互いに協力 して全力 を尽す ことが大切である

19、 リレーはタイムをよくするためにがんばることが楽 しい
20、 リレーでバ トンパスがスピー ドにのってうまくで きることが楽 しい
21、 リレーでラインをきれいに引いたコースを走 るのは楽 しい
22、 リレーで走 るのが速い人たちと同 じチームになれるのは楽 しい
23、 リレーは自分たちで走 り方・バ トンパスの し方・走 る順番などを工夫

"学
ケ

'輩

警ゑ毛 看あ圭棄尋舟畿:塔 笠でぃってタィムがよくなった り
相手チーノ、に勝 った りした ことがある
25、 リレーは走 り方・ バ トンパスの し方・走 る順番などを工夫 した り作戦

26:子 ラとを恐造お建 よ丈泰局心娑担芸た言客低坊 7去泰墓 奪基唇え り負
けた りすると思 う
27、 リレーでは自分のせいで負けた リタイムが悪 くなった りするか もしれ

ない と不安である
28、 リレーで自分のせいでチームが うまくいかなかったど思 うことがある
29、 リレーで自分のテームのために もっと走 るのが速 くなろうと思 う
30、 オ リンピックやす ぐれた選手の出場する試合 での リレーを見てみたい

と思 う
31、 バ トンを渡す時右手で相手の左手に渡す方法 は左手で右手に渡す方法

321典 ギブぞ堂移象暑島左手でバ トンをもらうのは右手で もらうのよりむ
ずか しいと思 う

33、 バ トンを左手か ら右手へ持ち変えるのは右手か ら左手へ持 ち変えるの

よりむずか しいと思 う

図 8児童のリレーに対する意識に関してのアンケー ト結果
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12)ア ンケー ト及び感想文

アンケー ト結果を,指導後,指導前の比較のため方式別にグラフにしたものが図 8である。特に
新方式グループの者のバ トンパス方式に対する意識変化が著しい。

アンケー ト項目31の 「バ トンを渡す手Jに ついての意識変化を示したものが図 9である。これは
バ トンパス指導前は,両方式とも不規則な回答であったものが,指導後は,新方式グループでその
意識は「むずかしく思わないJへ と変化 し,旧方式では,「ややむずかしいと思う」傾向に移行した。

2      1       0      -1     -2      2      1       0      -1     -2
31、 バトンを渡す時、右手で相手の左手に渡す方法は、左手で右手に渡す
方法よりむずかしいと思う

2 と̈ても、そぅ思う

は緩静虹款ない
図9 アンケート項目31に対する授業前後の意識変化

項目32の「バ トンを受け取る手」については,図 10に示したが,指導前は,両方式 とも「とても
むずかしく思うJ傾向にあるが,指導後では,旧方式で「ややむずかしいと思うJと それ程変化は
みられないのに対して,新方式では逆の「むずかしく思わない」という傾向に大きく変化している。

2    1    o    -1    _2

32、 バ トンを受ける時、左手でバトンをもらうのは右手でもらうのより
むずかしい

図 10 アンケー ト項目32に対する授業前後の意識変化

アンケー ト項目33の 「バ トンの持ち変えJに ついては図11に示したが, ここでも旧方式は授業の

前後で意識の変化はみられないが,新方式では「ほとんどむずかしく思わないJへ と変化を示して
いる。

(人 )

指導声
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2       1       0      -1     -2       2      1       0      -1     -2

33、 バ トンを、左手か ら右手へ持ち変えるのは、右手か ら左手へ持 ち変 え

るの よりむずか しい と思 う

図■ アンケート項目33に対する授業前後の意識変化

以上 3項目を総合すると(図 12),ただ見て聞いて知っているだけの旧方式の児童は,授業の前後
でほとんど意識の変化が認められず「右手渡し左手受けJは ,あい変わらずむずかしいものととら
えているのに対し,新方式を体験 した児童は,それ程困難なものではなく,慣れれば行なうことが
できる技術へと変化しているとみてよい。

楽 しさに関する30項 目については,両方式間に授業の前後とも大きな相違はみられなかった。

31♀

(バ トンの渡 し方 )

32

(バ トンの持 ち変え方 )

(:デ:ヨ義姦し】

(旧方式)   (新 方式 )

図12 新方式に対する児童の意識変化

それぞれの授業終了後 5項 目の質問で諾否の回答を求め 4項目はそれぞれの理由を自由に記させ ,
あと 1項 目は次回の授業へむけての課題をみつけ出す項目で,結果をまとめたものが表10,11で あ
る。

①の運動の楽しさを追求したものでは新旧両方式とも,それぞれ高い諸回答率を示し,②の技の
発見の追求では両方式とも第 3時から第 4時にかけて諸回答率は減少した。このことは第 3時で教
師サイドから多くの課題を児童に提示したのに対し,第 4時では,各班の自主的な工夫を重視して
授業を進めたことと「まとめ」の時間としたことに起因するものと考える。その中でも新しい発見
として「作戦」の項口が若干ナ曽力日してきていることは注目できる。

③は,ワ ザののびと走能力など力ののびをみたものである。

2

(指導前)

(指導後 )

(旧方式 )
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表■.感想文自由記述の集計 ⑤
⑤ 次の時間には, どんなことに気をつけるともっとリレーがうまくいくと思いますか。
自分のグループのことについて考えてください。

表10.感想文自由記述の集計 ①②③④

種類 項 目
「はい」 の回答数 (人数)

項  目
「いいえ」の回答数 (人数 )

第 2時 第 3時 第 4時 合計 第 2時 第 3時 第 4時 合計

①

楽

し

い

運

動

カー杯の運動がで

きた
2 3

バ トンパスの

失敗
0 1 1 2班で協力ができた 1 3 7

相手に勝った

記録が伸びた
3

ワザが伸びた 9 8

リレーの敗北 1 0 1 2
リレー自体が楽 じ

い
2 3 17

教材・教具 1 0 4

②
新
し
い
発
見

バ トンの受け渡し 12 5 すでに知って
いた

4 4
助走マーク 1 8

か け 声 3 3 前時と変わら

ない
3 6 12

作 戦 0 1 7

③
″
卯眸び

バ トンの受け渡 し 進歩がなセ 0 1 9

タイムの伸び 2
バ トンパスの

ミス
2 1 4 7

助走マークの利用 0 5 タ イムの悪化 l 3 1 5

④

バ
ト
ン
パ
ス
の
成
功

うまく渡すことが

できた
6 2 5 渡すのに手ま

どった
4 6

うまく受けとれた 2 5 17
バ トンを受け

そこねた
2助走マークが生か

せた
5 5

前よりうまくなっ

た
4 7 14

間隔がつまっ

た
3 3 2

項 目
新 方 式  (人数 ) 十日 方 式  (人数 )
第 2時 第 3時 第 4時 合計 第 2時 第 3時 第 4時 合計

バ トンの受け渡しを確実
に行なう

9 22 3 7 18

助走マークやバ トンゾー

ンを利用する
1 6 1 7

「はい」のかけ声を正確
とこかける

0 3 3 5

走る順番や距離を変える

などの工夫をする
1 1 0 2 2 4

個人の走力を高める 2 ユ 2 5 1 1 1 3

今のままでよい 0 0 0 1 2 3 6
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④は,バ トンパスの失敗,成功をその原因と思われる事項としてまとめたもので,新方式では第
2,第 3,第 4時 と順調な技能の向上がうかがえるが,旧方式では,第 3時から第 4時にかけて技
能の停滞あるいは後退が感ぜられる。これは,旧方式の第 3時で高い諸回答率を示したことからも

「左手渡し右手受けJの従来のバ トンパス技術は早い段階で完成し,限界に達しているものと考え

られる。このことは次の200mリ レータイムの結果を考慮してもあきらかで,図 13に示したように両

方式間ではまったく逆の傾向がみられる。すなわち,新方式グループは旧方式グループに比べて,

技能の伸びに対する意識が低いにもかかわらず, リレータイムは良い結果を示しているが,旧方式
グループは,技能の伸びに対する意識が高いにもかかわらず, リレータイムは低レベルである。ま

た,自 由記述文の中でも旧方式グループで「今のままでよい」という現状を肯定し,満足した回答
があるのに対し,新方式グループでは,現状に不満でバ トンパスに関して常に問題意識を持ってい

ることがわかる。

しかも,旧方式では,あ らたな問題として,バ トンパスに充分慣れている (従来どおり)と しな

がらバ トンパスの際に「アウトコースにはみ出してしまうJと か「アウトコースの人にあたる心配

があってスピードをダウンしてしまう」と欠点や失敗例をあげているのである。

バ トンパスの技能が伸びたという意識の変化

③ワザや力をのばすことができましたか ?

④バ トンの受け渡しはうまくできましたか ?

高記録不満傾向<トーーー…………………………………J亜重垂露五亜霊∃

図13.リ レータイムと意識の関係

その他の自由記述文をみると,最初はリレー自体が楽しいと答えていたものが多数であったが,

次第に勝敗,タ イム,ワ ザ,協力などといったリレーの特性そのものの味わいに楽しさを感 じるよ

うに変化 してきていることと,楽 しさの要因に,セパレー トコース,テークオーバーゾーン,タ イ
ム速報一覧表,対戦相手の変化などリレー教材の指導の工夫をあげ, これらの重要性を知ることが

できる。

は)バ トンパス時の児童の動きについて
観察員及びビデオテープ,モ ーター ドライブカメラによる連続写真によるバ トンパスの観察記録

をまとめリレータイムとともに表 7で示した。

③ :63%-75%一→81%
④ :38%―→ 56%―一>63%
バトンパスの技能が順調に伸びてき
ているという意識を示している

旧方式に比べて,技能の伸びに対す
る意識が低い

③ :67%―→100%-88%
④ :47%一一)81%―→ 75%

第 3時から第 4時にかけて,バ トンパスの技
能が伸びなやんでいるという意識を示している

新方式に比べて,技能の伸びに対する意識が
高い

旧方式に比べて,平均タイムが高い

第 2時,第 3時 ,第 4時 と,平均タ
イムは順調に伸びてきている
34.07秒―→33.27秒―→ 32.35秒

新方式に比べて,平均タイムが低い

第 3時から第 4時にかけて,平均タイムが,
伸びなやんでいる
34.64秒―→33.40秒 ―→33.41秒
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写真 1～ 5は第 4時 ミニ競技会の決勝第 1組で
1コ ース :2班 (十日方式), 2コ ース :5班 (新方
式), 3コ ース :7班 (十日方式)の第 1走者から第
2走者にバ トンパスされる場面である。
2コ ースではスムースなバ トンパスがなされて

いるのに対し, 3コ ースでは受け手がコースのア

ウトに寄ったため,渡 し手はアウトコースにはみ
出ているのがよくわかる。また, 1コ ースでは,
受け手が 3コ ースと同様コースのアウトに寄った

ため,渡 し手はインコース寄 りに走ってきたもの
の (コ ーナーでインコースを走ることは有利であ

ることは当然である)近寄ってバ トンを渡すため
にコースの外側に大きく一歩踏み出さねばならな

し.(写真 5)不自然で不利な動きがよくわかる。
旧方式では,コ ーナーでのバ トンパス(1走～ 2

走)(3走～ 4走 )の時にほとんどの班がアウトヨ
ースヘはみ出ている。一方新方式で直線部分のバ

トンパス (2走～ 3走)の時にインコースヘ踏み
込むイ頃向がみられた。

以上のことは,次走者すなわちバ トンを受けと
る者の構えが右側から後方を振 り向 くか,左側か
ら振 り向いているかによって生じる問題であると

考えられ,右側から振 り向く構えの旧方式にとっ
て,コ ーナーでアウトコースヘはみ出るのは,自
然であると同時に注意を促 し,出ないよう指導し
ても出てしまう致命的な欠陥でもある。

新方式において直線部分でインコースヘ入るの

は,不慣れによるものと考えられ,実際に第 4時
になると直線でインコースに入る例 も減少してい

る。

第 3時でインコース,ア ウトコースヘそれる例
が急増したのは, この時間よリテークォーバーブ

ーンを用い,助走マークを利用したスピー ドつな
ぎへと学習内容が高度に変化したためと考えられ

る。

翼整「 i,



表12.指導過程

全力でにげる,全力で
追いかける,ス ピードつ
なぎへの導入

自己の走能力を知ると
同時に,グルーピングの
手がかりとする

等質のグループをつく
り,第 1次目標記録を設
定する

(新方式 ) r旧方式 )

お に ご っ こ

50m走タイム測定

グル ー ピ ン グ

セパレートコースの

方式の基本的技能を身につける

技術の確認と課題の発見, リレータイム速報表の
提示

助走マークを用い,テークオー
バーゾーンの中で,ス ピードを生
かしたバ トンパスができる

助走マークの工夫, リレータイム速報表の提示

第 2次目標記録の設定

作戦を立て,工夫を凝らす

右手での渡し方
左手での受け方
その持ち変え方

左手での渡し方

右手での受け方
その持ち変え方

スピードつなぎ スピードつなぎ

ミニ競技会

走タイムの伸びの
確認

50m走・50m加速走・
リレータイムの評価

50m走タイム測定

鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 24巻

Ⅳ  まとめ

(1)新方式「右手渡し,左手受け」,「持ち変え」の有利性,発展性,合理性,安全性
(a)リ レータイムから

50m走タイム・50m加速走タイムに新・旧の方式間で有意な差が認められないにもかかわらず,
200mリ レーにおいて新方式が勝っていた。つまり,走能力に差がないのにリレータイムに差が認め
られることは,バ トンパス技術の差のあらわれであり,新方式は旧方式より有効な方法であり,競
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技性あるものと考える。

(b)意識面から

新方式では,バ トンパスの技能が高まるにつれて児童のバ トンパスに対する関心,意識も高くな
つているが,旧方式では,技能が停滞しているにもかかわらず現状に満足した意識傾向を示してい
る。しかも,新方式が旧方式に上ヒベよいリレータイムを出していることからも,旧方式のバ トンパ
スではある程度のレベルで技術の限界に達しているものと考えられる。したがって新方式の方が,

児童の高い問題意識や追求意欲をも深めていくもので,発展性のある方法と考える。
(C)観察から

旧方式において,コ ーナーでのバ トンパスの際アウトコースヘそれる傾向が強く,そのため渡す
者又は受けとる者の一方,あ るいは両方がアウトコースヘはみ出てしまう。これは学習を積んでも
改善はなかなか困難なもののようであるのに対し,新方式での左側から後方をぶり向くことは自然
で楽な姿勢であり,セパレートコースでないオープンコースであった場合,イ ンコースをバ トンを
渡してくれる者の走路として確保でき,混乱をさけることができる点で安全であること,バ トンを
右手に持ち変えたあとコーナーを走ることは「慣

′
性作用」でバランスよく走ることができる点で合

理的である。

121 教材化の可能性

これまでリレーにおける現象面,児童の意識の 2面から新方式の有利性,合理性,発展性,安全
性を追求してきた。したがって,新方式は教科体育の教材として教材化できる方法であり,教材化
しなければならない方法であると考える。

また今回の実験授業をもとに表12の学習指導過程を作成することができた。
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第 3走者は右手,第 4走者は左手というように一定しておくときは,受渡しに混雑することが少ない。若し
これが出来ない場合には走者は受取るや否や他の手に持ち換えるがよい。」
H)佐々木等 ランニング 日本体育叢書第 1篇 大正ユ1年発行中には「スタートを切るものは最初から,バ ト
ンを左の手に持ってスタートラインに立つがよい。……受ける方……右手で受けるという様にせねばならな
い。左手で渡すのに,左手で受けるとすると, 2人 は重って仕舞うからバ トンの受け渡しが一層困難となる
ばかりか,受けた人が走 り出す上におても,叉此のレースにおて,他のコースに踏み込まないという規約に
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対しても,全部抵触する事となるから,必ず右手で受け取るという様にせなばならない。……バトンを右手
で受けたならぼ直ちに其のま.ま左手に渡すがよいのである。」

1か MICHAEL CI MURPHY 原栄一訳―競技練習法 大正12年発行中には「・……受取る者は凡て利腎を以て
取り渡す場合は内側の手を以て渡すのである。之がために棒を持ち換える必要あるものは最後に持ち―換える
のがよい。」

13)能勢修下,油野利博i― 有田章三,小学生における短距離走の発達1 鳥1取大学教育学部研究報告,VO.12,No.
2-, 1970

14)池田延行 リレー,短距離走の授業づくりに関する研究 (その2)日本体育学会第32周大会発表資料 1981
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